
古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。 
白色度80%の用紙を使用しています。 
石油系溶剤を含まないインキを使用しています。 

都立高校における主な連携先等 

教科「奉仕」Q&A

全国初　教科「奉仕」のスタート 

奉仕体験活動の内容や連携機関の例示 

教科｢奉仕｣は平成19年度から全都立高等学校で実施します。 
○教科「奉仕」のねらい 
・他人に共感し、社会の一員であることを自覚する。・社会に役立つ喜びや、勤労の大切さなどを体験的に学ぶ。 

奉仕体験活動は、地域や関係者の皆様の御協力があって効果的に 
実施できるものです。 
このリーフレットは、地域、関係団体・関係機関、小・中学校、保護者などの
御理解・御協力をお願いするために作成したものです。 

※ その他、デイサービスセンター、福祉施設、公園管理事務所、公園サービスセンター、 
    民間非営利団体（ＮＰＯ）、ボランティアプラザ、動物公園、ＪＲ駅、防災センター　など 

平成19年度から全都立高校で、教科「奉仕」を実施 
全日制課程…183校　　　定時制・通信制課程…99校　　　　合計…282校 

奉仕体験活動を行う時期 

奉仕体験活動への協力のお願い 

福祉等の増進を 
図る活動 

福祉・医療施設　等 子供の健全育成を 
図る活動 

保育園・児童館　等 

地域安全活動 

防犯協会・ＰＴＡ　等 

災害救助活動 

消防署・消防団　等 環境の保全を 
図る活動 

公園・港湾・森林 
事務所　等 

まちづくりの 
推進を図る活動 
町内会・商店街　等 

社会教育の 
推進を図る活動 

都立高校生による 
奉仕体験活動 

NPO　等 

社会福祉 
協議会　等 

官公庁　等 

ボランティア 
センター　等 

図書館・博物館　等 

文化・芸術・ 
スポーツの 

振興を図る活動 
地域の小学校・ 
中学校　等 

1 
 

2

生徒が怪我等をした場合や受け入れ先に損害を与えた場合、誰が負担をするのですか？ 
奉仕体験活動の実施に当たっては、学校の指導の下に生徒が保険に加入する予定
です。 
 
教科「奉仕」は授業であることから、受け入れ先でも講義などの授業を行うのですか？ 
基本的には学校が授業を行います。支援できる場合には御協力をお願いします。 
 
奉仕体験活動の実施時期や時間については、何か決まりはありますか？ 
協力していただける時期と時間を学校に伝え、調整を図ってください。 
 
協力したいのですが、どこに相談したらいいのですか？ 
当該の都立高校又は下記の東京都教育庁指導部高等学校教育指導課または東京都
教育庁生涯学習部計画課に御相談ください。 

東京都教育庁指導部高等学校教育指導課 
〒163－8001　東京都新宿区西新宿二丁目8番1号 
電話03－5320－6845（直通） 

Q1 
A1

Q2 
A2

Q3 
A3

Q4 
A4

3 主な連携先（複数回答） 

授 業 日  
長 期 休 業 中  
授業日と長期休業中 

全日制課程 
102校 
17校 
64校 

定時制・通信制課程 
80校 
6校 
13校 

合　　計 
182校 
23校 
77校 

ボランティアセンター 
高 齢 者 福 祉 施 設  
区役所・市役所等  
小 学 校  
消 防 署  
保 育 園  
町 会  
中 学 校  
商 店 街  
幼 稚 園  

全日制課程 
30校 
26校 
30校 
36校 
22校 
31校 
16校 
30校 
10校 
14校 

定時制・通信制課程 
28校 
19校 
13校 
7校 
17校 
7校 
18校 
3校 
9校 
1校 

合　　計 
58校 
45校 
43校 
43校 
39校 
38校 
34校 
33校 
19校 
15校 

このリーフレットに関するお問い合わせ先 

奉仕体験活動については、下記の東京都教育委員会ホームページを御覧ください。 
アドレス：http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ 平 成 1 9 年 3 月  

東京都教育委員会 

生徒数…約 45,000人 



 平成19年度からの教科「奉仕」必修化に向けて、その内容及び方法を研究し、その研究
成果を広く都立高校に提供するため、「実践・研究校」（平成17・18年度）、「試行校」
（平成18年度）を設置しました。ここでは、その成果を紹介します。 

全都立高校の指導計画ができあがりました。（都教委ホームページに掲載）　いくつかの取
組を紹介します。 

こ れ ま で こ ん な 
こ と に 取 組 ん り で き ま し た こ れ か ら こ ん な 

こ と を し て い き ま す 

都立桐ヶ丘高校 
都立武蔵高等学校の実践 

都立松原高等学校の実践 

地域との連携の充実 

都立南平高校 動物公園内の環境保全活動 

都立府中高校 
活動の成果 

活動の成果 

地域住民の活性化への貢献 

都立青山高校 多様なテーマを設定しての活動 

都立農業高校 専門高校の学習を生かした 活動 

車いすバスケット 
夏祭り・ふれあい祭りでの吹奏楽部の演奏 
ムーレンジャーの防災ボランティア 
あったかまつりでパンフレット作成のための取
材やダンス部による公演 
児童館の夏季クラブリーダーでの指導 
養護学校との交流活動 
小･中学校とサッカーやバレーボールでの交流  
高齢者といきいきさろんで交流活動 
地元駅前商店街や自治会と連携しての夏祭りで
のコンサートや自治会防災訓練への参加 

◇主な活動内容 

近隣の小・中学校、商店街、地区青少年委員会、ボランティア協
会との連携（平成16年度） 
ボランティア活動支援地域連絡会の設置 
　平成17年度に｢学校運営連絡協議会｣の一部組織として位置付けた。 
　ボランティア協会、都立病院、まちづくり出張所、地区青少年
委員会、小学校、商店街、個人の支援者（近隣保護者を含む。）
などが構成団体である。（平成18年度は36団体が参加） 

◇地域の組織化 

近隣小・中学校と放課後の活動や子どもまつり、近隣清掃を通しての交流
病院での盆踊り大会やクリスマス会 
中学生と文化・スポーツ体験での交流 
近隣住宅でのミカン狩りとマーマレードづくり 
高齢者いきいきサロンでの交流 
桜まつり、夏祭り、音楽祭、地域クリーン作戦など商店街行事への参加 
防災訓練、放置自転車クリーンキャンペーンなど地域行事への参加 

◇主な活動内容 

5月 
6月 
6月 
7月 
7月 

9月･10月 
11月 
12月 
１月 

● 年間計画と趣旨説明　● 講演｢卒業生の体験談｣ 
● 活動先の情報提供 
● ボランティアの心構え 
● 講演｢学問をボランティア活動に生かす｣ 
● 活動の事前手続き　● 講演、ボランティア活動実践 
● レポート作成 
● 校内ボランティア体験発表会 
● 単位認定手続き 
● 講演「企業の社会貢献」 

アイマスク・ガイドヘルプ体験、手話体験、体験ボランティア、点字体験、 
国際協力ボランティア、災害ボランティア体験等、様々な体験・交流活動に
取り組む。 
地域の小学生を学校に招き交流を図る「お招き会」を実践する。 
 
　　　　　社会福祉協議会、民間非営利団体（NPO）、点字サークル、 
　　　　　アイマスク＆ガイドヘルプ、防災センター　等 

　一人一人が社会の構成員としての自覚をもち、力を合わせる
ことで社会は確実に進歩していくと思った。（生徒の感想より） 

　生徒、教員、保護者、地域の連携を深めた奉仕体験活動を実践することにより、生徒
一人一人が高校生としての自覚をもち、達成感、連帯感、使命感を味わうことができた。 

◇主な活動計画 

1 
2 
3 
4 
 
5 
6 
7 
8 
9

◆ 

 

◆ 

講演会で動機付け 

ダンス部による公演 

地域防災訓練 

ボランティア掲示板 

● 

 

 

● 

隣接する東京都立多摩動物公園内において、環境保全体験活動を中心に、 
｢里山｣作り、園内清掃、落ち葉掃き、動物解説などを行う。 
 

　　　　　東京都多摩動物公園 

● 

心触れ合う、緑豊かな、住みよいまちづくりの一環として実施される市の 
「フェスタ」の実行委員会にメンバーとして参加し「フェスタ」の活動に
貢献する。 
 

　　　　　文化振興財団、商店会　等 

● 

福祉園の生徒に茶摘みを指導するとともに、製茶活動を通し交流を図る。 
町祭で地域住民との交流を図る。 
住民を対象に「食品加工講習会」を開催し、その実習を生徒が住民に指導 
するとともに交流を図る。 
 
　　　　　市役所総務部企画課、福祉園、都立第五商業高校、商店会、 
　　　　　市民　等 

● 

● 

● 

商店会や地域のスポーツ施設等と連携し、地域の一体化を目指したイベント
に参加する。 
災害時ボランティアの知識・技能を習得する活動を行う。 
富士山の環境保全の意義について理解し､現地の保全活動に積極的に参加する。 
 
　　　　　ボランティアセンター、商店会、区立小学校、区立中学校、 
　　　　　富士山ナショナルトラスト　等 

● 

 

● 

● 

●  

●  

●  

●  

●  

● 

● 

主な連携先 

主な連携先 

主な連携先 

主な連携先 

主な連携先 


